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低温・3次元可視化および解析技術

今 後 の 展 開

今回開発した分析法により、 含水試料あるいや移動性化合物に対しても、 どのような成分がどこでどのよ

うに働いているのか、 すなわち特定の機能 ・ 物性発現の状況をより正確に理解することが可能となり、 効

果的に製品開発を進めることができる。また、生体組織に対して外部から与えられた特定成分が、どのよう

に浸透し、どれだけの量がどこまで到達するのかを、より具体的に評価することで、そのような成分の安全

性評価にも貢献できる。当該分析法は次年度よりあいち産業科学技術総合センターで依頼試験として一般

に利用できる。

特　徴

● 含水凍結状態の低温試料の試料表面を、 分析可能な状態

のままで二次イオン質量分析装置に導入する手法を開発し、

木材、 食品、 コーティング剤、 皮膚等の幅広い試料に対応

できる Cryo-GCIB-TOF-SIMS の依頼試験を可能にし

た （国内初）。

● 低損傷エッチングの凍結試料に対する適用手法を確立した。

● 分析データのオープンソースプログラムによる数理的解析

手法を確立した。

成 果 概 要

● 凍結状態の低温試料の試料表面を分析可能な状態のままで二次イオン質量分析装置に導入する手法を

開発するため、 グローブボックスを新規に開発した。 液体窒素中で保管されている低温試料の導入お

よび分析を繰り返し、 試料表面が適切に分析できる条件を検証した。

● アルゴンガスクラスターを用いた低損傷エッチングの、 凍結含水試料への適切な使用条件を検討した。

● 分析データのオープンソースプログラムによる数理的解析手法を確立するため、 装置開発メーカーの

協力を受け、 オープンソースであるプログラム言語を用いたデータ変換ならびに 3 次元イメージング

質量分析データの数理的解析を可能とした。

～凍結固定試料の3次元イメージング質量分析
　　　　　　　　　　　　　　　および汎用データ解析手法～
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凍結水和状態の植物細胞壁中の 2 成分について、その分布差異を高空間分解能に可視化した図

当該研究で実装された低温試料導入用
グローブボックス、低損傷エッチング装
置、および低温ステージを兼ね備えた
二次イオン質量分析装置の外観
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